
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

事前学習 成人看護学[5]
の該当ページを読む
事後学習 授業の復習をす
る。基礎看護技術の浣腸、
静脈点滴注射、留置膀胱
カテーテルはできるよう予
習

各コマに
おける

授業予定

手術時の看護技術について
（感染予防技術、浣腸、膀胱留置カテーテル、硬膜外持続注
入・点滴静脈注射、酸素吸入、OP申し送り）

各コマに
おける

授業予定

手術時の看護技術について
（感染予防技術、浣腸、膀胱留置カテーテル、硬膜外持続注
入・点滴静脈注射、酸素吸入）

事前学習　授業の復習
をする　課題学習
事後学習 ・授業の復習
をする（30分）

第
5
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

 手術前・当日の看護演習

教科書
配布資料

第
4
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

 手術前・当日の看護

教科書
配布資料

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

 周手術期を受ける患者にについて理解できる。

教科書
配布資料

事前学習 臨床外科看
護総論の該当ページを
読む（30分）
事後学習　胃の解剖整
理

各コマに
おける

授業予定

周手術期（予期される合併症とクリニカルパス・術中・術前・術当
日とOP出し・術直後・術後１日目）グループ学習

各コマに
おける

授業予定

事例にあわせた看護計画の立案：　周手術期（予期される合併
症とクリニカルパス・術中・術前・術当日とOP出し・術直後・術後１
日目）

基礎看護学、成人看護学で学んだ知識をもとに、周手術期における看護の知識と技術を理解する。
急性期実習で使用する様式を使い事例展開ができる。

評価割合：周術期・急性期･回復期･慢性期（出席･グループワーク･課題、試験）

第
3
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

手術時の看護について習得する。

教科書
配布資料

事前学習 成人看護学[5]
の該当ページを読む
事後学習 授業の復習をす
る。基礎看護技術の浣腸、
静脈点滴注射、留置膀胱
カテーテルはできるよう予
習

基礎看護技術Ⅰ,Ⅱ（メジカルフレンド社）　根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術（メジカルフレンド社）
病態・治療論［4］ 消化器疾患　　成人看護学　急性期看護（南江堂）　　周手術期看護（照林社）　臨床外科看護総論（医学
書院）　　その他　　※掲示テキスト以外からも授業資料として使用します。

授業を理解するために予習・復習を通して、自主的に調べ学習を行うこと。

領域別実習につながるような取り組みとしましょう。

授業の
方法 内　　　容 使用教材 授業以外での準備学習

の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
授業の概要、事例の疾患と治療の流れを学ぶ:

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例にあわせた看護計画が立案できる

教科書
配布資料

事前学習 基礎看護技
術Ⅱの該当ページを読
む（30分）
事後学習 授業の復習を
する

第
1
回

担 当 教 員
三浦純子　薮田妃紗子
河中光沙

実務経験と
その関連資格

医療施設にて看護師として勤務していた。

対 象 学 年 2年 学期及び曜時限 後期 教室名 2年生教室・実習室

講義演習

科  目  名 成人看護技術 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2025

学        科 看護学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法



事前学習 成人教育、セ
ルフマネジメント
事後学習 課題学習各コマに

おける
授業予定

術後回復期の退院支援計画作成②　　各グループで内容決定

各コマに
おける

授業予定
術後回復期の退院支援計画作成①

事前学習　成人期の指
導について、家族支援
事後学習 課題学習

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

退院支援の看護が理解できる　ロールプレイ　発表会

教科書
配布資料

第
14
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

退院支援の看護が理解できる。

教科書
配布資料

試験のための事前学習
授業内容の復習各コマに

おける
授業予定

術後回復期の退院支援を振り返り、成人期にある患者への指導
方法について学ぶ：

各コマに
おける

授業予定

術後回復期の退院支援を振り返り、成人期にある患者への指導
方法について学ぶ：パンフレット作成、ロールプレイシナリオ作成

事前学習 チームアプ
ローチ
事後学習 学びの整理

第
13
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

術後回復期看護の実際と看護過程の展開が理解できる。

教科書
配布資料

第
12
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

術後回復期看護の実際と看護過程の展開が理解できる。

教科書
配布資料

事前学習　 セルフケア、
日常生活援助技術につ
いて
事後学習 報告の方法
手術後患者の看護

各コマに
おける

授業予定
術後の観察、苦痛、治療に対する管理ができる：

各コマに
おける

授業予定
術後の観察のふりかえり：術後観察の技術チェック

事前学習 急性期の看
護、報告の方法
事後学習 課題学習

第
11
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

術後回復期の退院支援を振り返り、成人期にある患者への退院
指導方法について展開

教科書
配布資料

第
10
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

術後の日常生活援助について実施を行いふりかえりをする。

教科書
配布資料

事前学習 退院支援計
画書、成人教育につい
て
事後学習 退院支援に
ついて

各コマに
おける

授業予定
周手術期　確認まとめテスト

各コマに
おける

授業予定
苦痛、治療に対する管理ができ日常生活援助の技術チェック

事前学習 セルフケア、
日常生活援助技術につ
いて
事後学習 課題学習

各コマに
おける

授業予定
術後の観察や管理

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

術後の観察や日常生活援助ができる：術後の病衣交換

教科書
配布資料

第
8
回

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

行った援助のふりかえりができ、自己の課題を明確にし、看護援
助に繋げることができる：

教科書
配布資料

第
7
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

術直後・術後1日目の観察について理解できる：演習

第
6
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

術直後・術後1日目の観察について理解できる：講義

教科書
配布資料

事前学習　フィジカルア
セスメント
事後学習　演習の復習
をする

授業の
方法 内　　　容 使用教材 授業以外での準備学習

の具体的な内容

教科書
配布資料

事前学習 急性期の看
護、胃切除術の看護
事後学習 急性期の看
護

各コマに
おける

授業予定
術後の観察、苦痛、治療に対する管理：


